
町議会議員選挙～新議員１６人決まる

今後１０年間の財政計画

１６年度当初予算

介護保険料の調整についてほか

子ども座談会～ぼくの夢、わたしの夢　思いっきり話そうよ

トピックス

みんなのひろば

臨時職員募集、役場人事異動ほか

慶弔、当番医、こよみ
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佐々木正明
５６歳・長　岡
農業・４期目

黒 田 直 孝
６８歳・上新町
商業・５期目

加 藤 光 裕
５５歳・小砂川１区
会社員・２期目

竹 内 　 賢
６５歳・武道島１区
無職・３期目

山 田 　 明
６７歳・小　滝
農業・３期目

池 田 甚 一
６１歳・川　袋
農林業・６期目

榊 原 　 均
５６歳・上荒屋
自動車整備業・５期目

土 井 一 美
６５歳・小　滝
農業・５期目

佐々木弥四夫
７４歳・向　山
農業・６期目

佐々木正己
５７歳・上荒屋
行政書士・６期目

長谷川　誠
６４歳・３３　区
美容院代表・３期目

高 橋 二 郎
５６歳・横　岡
商業・３期目

梶 原 澄 夫
６０歳・砂　山
会社役員・４期目

池 田 好 隆
６４歳・下荒屋
無職・１期目

須 田 鉄 郎
５４歳・小　滝
行政書士・２期目

市 川 雄 次
３６歳・鳥の海２区
社会福祉法人職員・２期目

当
選
　
　
７
６
８
票
　
　
池
　
田
　
好
　
隆
　
無
所
属
　
新

当
選
　
　
６
３
３
票
　
　
市
　
川
　
雄
　
次
　
無
所
属
　
元

当
選
　
　
６
０
５
票
　
　
竹
　
内
　
　
　
賢
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
５
８
３
票
　
　
池
　
田
　
甚
　
一
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
５
７
０
票
　
　
須
　
田
　
鉄
　
郎
　
無
所
属
　
元

当
選
　
　
５
３
２
票
　
　
土
　
井
　
一
　
美
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
５
２
０
票
　
　
佐
々
木
　
正
　
明
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
５
１
５
票
　
　
山
　
田
　
　
　
明
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
４
９
６
票
　
　
佐
々
木
　
正
　
己
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
４
９
３
票
　
　
佐
々
木
　
弥
四
夫
　
日
本
共
産
党

　
現

当
選
　
　
４
８
９
票
　
　
榊
　
原
　
　
　
均
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
４
７
７
票
　
　
長
谷
川
　
　
　
誠
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
４
０
５
票
　
　
黒
　
田
　
直
　
孝
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
３
９
１
票
　
　
高
　
橋
　
二
　
郎
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
３
８
５
票
　
　
加
　
藤
　
光
　
裕
　
無
所
属
　
現

当
選
　
　
３
５
３
票
　
　
梶
　
原
　
澄
　
夫
　
無
所
属
　
現

次
点
　
　
３
３
０
票
　
　
佐
々
木
　
平
　
嗣
　
無
所
属
　
現

　
　
　
　
３
１
４
票
　
　
阿
　
曽
　
　
　
斉
　
無
所
属
　
現

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
３
月
２３
日
に
告
示
さ

れ
、
２８
日
、
町
内
２１
カ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
定
数
１６
人
に
対
し
、
今
回
は
現
職
１５
人
、
元
職
２
人
、
新
人
１

人
の
１８
人
が
立
候
補
。
即
日
開
票
の
結
果
、
午
後
１０
時
こ
ろ
当
落
が

確
定
し
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
町
政
発
展
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
１６

人
の
新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

投
票
当
日
の
有
権
者
数
は
、
前

回
よ
り
１１
人
少
な
い
１
０
　
５
４

６
人
で
す
。
全
体
の
投
票
率
は

８４
・
５７
％
で
、
前
回
よ
り
３
・
１

　
下
回
り
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
選
挙
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
最
も
身
近
な
選
挙
で
す
。

選
ば
れ
た
新
議
員
１６
人
の
皆
さ
ん

に
は
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進

め
る
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

翌
２９
日
に
は
、
当
選
証
書
が
伊

東
助
三
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
改
選
後
初
め
て

の
町
議
会
は
、
４
月
５
日
（月）
午
前

１０
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。新

議
員
の
皆
さ
ん
は
次
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
、
氏

名
下
は
年
齢
・
行
政
区
・
職
業
・

当
選
回
数
の
順
で
す
）

大
勢
の
町
民
が
見
ま
も
る
な
か
行
わ
れ
た

開
票
作
業
（
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

◇
当
日
の
有
権
者
数

１
０
　
５
４
６
票

◇
投

票

総

数
　
８
　
９
１
９
票

◇
有
効
投
票
数
　
８
　
８
６
２
票

◇
無
効
投
票
数
　
　
　
　
５
７
票

23

※
あ
ん
分
に
よ
る
小
数
点

　
以
下
は
省
略

◇
持

ち

帰

り
　
　
　
　
　
０
票

◇
不
　
受
　
理
　
　
　
　
　
０
票

◇
投
票
率
　
　
　
　
　
８４
・
５７
％

ポ
イ
ン
ト

， ， ，

，



参
考

地
方
債
残
高

　
　
１６
年
度
　
約
６８
億
３
千
万
円

　
　
２５
年
度
　
約
５８
億
５
千
万
円

5 4

自動車取得税交付金、地方特例
交付金、利子割交付金、交通安
全対策特別交付金

繰入金

地方消費税交付金

地方譲与税

県支出金

国庫支出金

町債

地方交付税

財産収入

分担金及び負担金、寄付金

繰越金

使用料及び手数料

諸収入

町税

　　
平
成
１６
年
度
か
ら
平
成
２５
年
度

ま
で
の
１０
年
間

�
普
通
会
計
ベ
ー
ス
で
作
成
（
普

通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
、
旅
客

鉄
道
業
務
受
託
事
業
特
別
会
計
、

土
地
取
得
特
別
会
計
を
合
算
し
た

も
の
）

�
国
の
三
位
一
体
の
改
革
・
税
制

改
正
な
ど
、
先
の
見
通
し
が
立
た

な
い
事
項
が
多
く
、
現
在
得
ら
れ

る
範
囲
内
の
情
報
を
も
と
に
作
成

し
て
い
ま
す
。

�
本
計
画
は
現
在
計
画
し
て
い
る

主
要
な
事
業
を
予
定
ど
お
り
に
実

施
し
た
場
合
の
財
政
状
況
を
「
推

計
」
し
た
も
の
で
す
。
財
政
運
営

の
一
つ
の
指
標
と
し
て
活
用
し
ま

す
が
、
今
後
も
国
の
財
政
方
針
や

経
済
の
動
向
な
ど
に
よ
る
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
て
見
直
し
を
加
え

て
い
き
ま
す
。

　　
国
は
、
補
助
金
・
地
方
交
付
税

な
ど
の
削
減
や
税
源
移
譲
を
柱
と

す
る
三
位
一
体
の
改
革
に
踏
み
出

し
ま
し
た
。
１６
年
度
に
お
け
る
本

町
へ
の
影
響
は
、
地
方
交
付
税
と

臨
時
財
政
対
策
債
が
、
１５
年
度
決

算
見
込
み
額
に
比
べ
、
約
２
億
６

千
万
円
減
少
す
る
と
試
算
し
ま
し

た
。
一
方
、
税
源
移
譲
は
所
得
譲

与
税
２
千
２
百
万
円
と
少
な
く
、

１６
年
度
で
は
、
約
１
億
９
千
７
百

万
円
の
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
国
の
改
革
は
、
１７
年
度
以
降
も

引
き
続
き
行
わ
れ
、
今
後
も
非
常

に
窮
屈
な
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、
事
業
の
選
択
は
、

真
に
町
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す

る
事
業
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
、

計
画
前
半
に
斎
場
建
替
（
１７
年
度

ま
で
２
カ
年
）
と
中
学
校
建
替
事

業
（
１９
年
度
ま
で
３
カ
年
）
を
組

み
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
財
政

収
支
に
は
財
源
不
足
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
職
員
数
の
削
減
な

ど
の
経
費
節
減
や
遊
休
町
有
地
の

処
分
に
よ
る
歳
入
な
ど
を
見
込
み
、

な
お
か
つ
不
足
分
は
、
基
金
の
取

り
崩
し
に
よ
っ
て
財
政
計
画
を
作

成
し
ま
し
た
。

歳
　
入
　

　
２５
年
度
の
歳
入
見
込
み
額
は
、

１６
年
度
よ
り
約
６
億
７
千
６
百
万

円
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
国
の
本
格
的
税
源
移
譲
は
１８
年

度
か
ら
と
み
て
、
町
税
の
伸
び
を

見
込
み
ま
し
た
が
、
１５
年
度
約
１７

億
円
の
普
通
地
方
交
付
税
が
２５
年

度
は
約
１２
億
円
で
約
３０
％
減
少
す

る
と
試
算
し
ま
し
た
。

　
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
の
計

画
で
１５
年
度
に
約
８
億
６
千
万
円

あ
る
基
金
は
、
２２
年
度
に
は
２
千

万
円
に
な
り
ま
す
が
、
２５
年
度
に

は
改
善
さ
れ
、
約
１
億
８
千
万
円

に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
財
源
不
足
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

町
有
地
の
活
用
や
処
分
を
行
い
、

１０
年
間
で
約
４
億
７
千
万
円
の
財

産
収
入
を
見
込
み
ま
し
た
。
地
方

債
は
、
斎
場
と
中
学
校
の
建
替
事

業
の
た
め
約
２０
億
円
の
新
規
借
り

入
れ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
　
出

　
歳
出
全
体
で
は
、
２５
年
度
の
歳

出
は
１６
年
度
よ
り
約
６
億
７
千
２

百
万
円
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
１５
年
度
末
現
在
１３２
人
の
職
員
を

１０
年
後
に
は
１００
人
以
下
に
し
、
議

員
定
数
も
現
行
の
１６
人
か
ら
１２
人

と
予
測
、
収
入
役
の
廃
止
と
合
わ

せ
て
１０
年
間
で
人
件
費
の
削
減
額

を
約
３
億
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
建
設
事
業
は
、
斎
場
と
中
学
校

の
建
て
替
え
以
外
は
し
ば
ら
く
我

慢
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
予
測

し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ね

む
の
丘
な
ど
の
事
業
の
借
入
金
の

返
済
（
公
債
費
）
は
、
１６
年
度
が

約
１０
億
円
と
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す

が
、
２５
年
度
は
約
６
億
５
千
万
円

に
減
る
見
込
み
で
す
。

　ま
と
め

　
財
政
運
営
の
柔
軟
性
（
ゆ
と

り
）
を
測
定
す
る
指
数
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
は
、
１５
年
度
見
込
み

が
８４
・
６
％
、
最
高
値
が
１８
年
度

の
８８
・
８
％
、
２５
年
度
に
は
７８
・

８
％
と
徐
々
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

財
政
の
硬
直
化
か
ら
は
１０
年
後
も

ま
だ
抜
け
切
れ
ま
せ
ん
が
、
十
分

持
続
可
能
な
財
政
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
歳
出
全
般
に
わ

た
る
総
点
検
や
行
政
の
果
た
す
べ

き
役
割
、
適
正
な
受
益
と
負
担
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

象潟町は、合併せずに独自の町づくりを目指す選択をしました。今後は、これまで培って

きた本町の良さをしっかりと守り、いっそうキラリと輝く町になるよう、町民の皆さんとと

もに取り組んでいきたいと考えています。

「合併しなくても財政は大丈夫？」という質問が多く寄せられます。そこで、本町財政の

状況を明らかにし、財政に対する認識を町民の皆さんと共有したうえで、財政の健全化を確

保しながら町民サービスの向上に応えるため、長期的に歳入と歳出を見積もりました。

この財政計画は、本町が進むべき方向性を決定するための基礎資料の一つとして作成した

ものです。今後、町民の皆さんと行政が一緒になって町づくりを考えるため、説明会などを

計画しています。今回はその要旨を公表するものです。

１５年度　１６年度　１７年度　１９年度　２１年度　２３年度　２５年度

６，０００

５，０００

４，０００

３，０００

２，０００

１，０００

０

単位：百万円

繰出金

貸付金

積立金

公債費

災害復旧費

普通建設事業費

補助費等

維持補修費

扶助費

物件費

人件費

７８
１０１２１
１１１

５０８

３３８

６１１

１，８４９

４４７２ ９７
１０８
１２２

１，０８０

８２８２
１９７

１２３
１３３

４３０

２３４

５４２

１，７００

１６
５６ ５０
１０６１２７

１，０９７

１９４

１９１

３１９

１７８

７００

１，６４３

７０５６ ３２１０９

１，１２０

８５
２５５
１３１
１１６

３１６

３８９

１，４０４

１，４６１

９１
５６ ３１１０９
１０５

１，３４９

８８
１０６

１３６
１２１
２７９

１５０

３１８

１，３２１

９６５６ ３０１０９１０５

１，３９８

９２
１９
１４２

２８１
１５４

３０３

１，３１１

４８
５６ ３０
１０９１０５

１，４４８

９６１４１４７
１３１

２８４

１５７

２９８

１，２７１

１６５６ ３２１０９
１０５

１，５０１

５，１４９
４，９３０４，８９３

５，８９８

４，３１３ ４，２２４ ４，２１７

７８
１０１２１
１１１

５０８

３３８

６１１

１，８４９

４４７２ ９７
１０８
１２２

１，０８０

８２８２
１９７

１２３
１３３

４３０

２３４

５４２

１，７００

１６
５６ ５０
１０６１２７

１，０９７

１９４

１９１

３１９

１７８

７００

１，６４３

７０５６ ３２１０９

１，１２０

８５
２５５
１３１
１１６

３１６

３８９

１，４０４

１，４６１

９１
５６ ３１１０９
１０５

１，３４９

８８
１０６

１３６
１２１
２７９

１５０

３１８

１，３２１

９６５６ ３０１０９１０５

１，３９８

９２
１９
１４２

２８１
１５４

３０３

１，３１１

４８
５６ ３０
１０９１０５

１，４４８

９６１４１４７
１３１

２８４

１５７

２９８

１，２７１

１６５６ ３２１０９
１０５

１，５０１

５，１４９
４，９３０４，８９３

５，８９８

４，３１３ ４，２２４ ４，２１７

財
政
の
状
況

財
政
計
画
の
期
間

作
成
方
法
と
基
本
的
考
え
方

主
な
具
体
的
内
容

依
存
財
源
　
　
　
　
　
　
自
主
財
源

１５年度　１６年度　１７年度　１９年度　２１年度　２３年度　２５年度

６，０００

５，０００

４，０００

３，０００

２，０００

１，０００

０

単位：百万円

２９
・
６
％

７０
・
４
％

２８
・
２
％

７１
・
８
％

３０
・
４
％

７０
・
５
％

６９
・
６
％

２９
・
５
％

５８
・
４
％

４１
・
６
％

５７
・
５
％

４２
・
５
％

５６
・
９
％

４３
・
１
％

※グラフ右のパーセンテージは、自主財源、
　依存財源の割り合いです。

３
月
１９
日
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

財
政
計
画
を
発
表

４，８９９

５，８６７

４，２８３ ４，１８９４，１９８

４７７

１０ １７

８６９

１０

５８７

７１４

３２

５１８

６２９

１，０３６

４７９

１０４５

８５７

１０

１，５７１

７０５

３２

５２８

６１８

４６６

１０１０

７６７

１０
１６０

７１３

３２

５３８

６０７

４４２

１０１０

７９９

１０
１６０

７１８

３２

５４８

６００

８６９

４８６

１０１２５

６４８

１０
２５０

７２１

３２

５５９

５９３

７５５

４，８９９

５，８６７

４，２８３ ４，１８９４，１９８

４７７

１０ １７

８６９

１０

５８７

７１４

３２

５１８

６２９

１，０３６

４７９

１０４５

８５７

１０

１，５７１

７０５

３２

５２８

６１８

４６６

１０１０

７６７

１０
１６０

７１３

３２

５３８

６０７

４４２

１０１０

７９９

１０
１６０

７１８

３２

５４８

６００

８６９

４８６

１０１２５

６４８

１０
２５０

７２１

３２

５５９

５９３

７５５

１０

１，０２３

４２５

１０４６

１，０６５

１０
２６３

８３２

３２

５１３

６４２

１０

５，０９９

３９０

１３８５

８９４

２

５９６

８１４

３４

５３９

６７５

３９０

１３８５

８９４

２

５９６

８１４

３４

５３９

６７５

１，０２３

４，８６１

４２５

１０４６

１，０６５

１０
２６３

８３２

３２

５１３

６４２

１，０５７１，０５７

１２６１２６

１２６１２６

１１０１１０

９７０９７０１，０１２１，０１２



平
成
１６
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
国
内
の
厳
し
い
経
済
情

勢
や
国
の
財
政
構
造
改
革
の
影
響
を
受
け
、
財
源
確
保
の
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
将
来
に
わ
た
り

安
定
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

運
営
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
で
は
、

職
員
数
の
削
減
、
現
状
の
事
務
機
構
や
事
業
の
再
検
討
な
ど
の
改
革

を
進
め
な
が
ら
、
町
民
の
視
点
に
た
っ
た
特
色
あ
る
町
づ
く
り
・
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地方譲与税
１億３，２００万円
　　　　２．８％

地方消費税交付金
１億２，０００万円
　　　　２．５％　　　

その他
（繰入金、使用料及び手数料、地方特例交付金など）

５億８，６９１万６千円
　　　　　１２．３％

総務費
７億１０４万９千円
　　　　１４．７％

民生費
９億３，１１３万２千円
　　　　　１９．５％

農林水産業費
４億４９３万２千円
　　　　８．５％

教育費
５億５，１２９万５千円
　　　　　１１．５％

公債費
１０億７，３４５万５千円
　　　　　２２．５％

総務費
７億１０４万９千円
　　　　１４．７％

民生費
９億３，１１３万２千円
　　　　　１９．５％

衛生費
３億５３４万６千円
　　　　６．４％

農林水産業費
４億４９３万２千円
　　　　８．５％

商工費
１億４，２４９万３千円
　　　　　３．０％

土木費
２億２，９７７万６千円
　　　　　４．８％

消防費
３億１，４２１万３千円
　　　　　６．６％

教育費
５億５，１２９万５千円
　　　　　１１．５％

公債費
１０億７，３４５万５千円
　　　　　２２．５％

その他（災害復旧費、諸支出金など）
３，８９０万１千円
　　　　０．８％

議会費
８，４４０万８千円
　　　　１．７％

各会計の予算

　　　会　計　名　　　　　　歳　入　　　　　　歳　出

旅客鉄道業務受託事業特別会計　　　　２３６万２千円　　　　２３６万２千円

老人保健特別会計　　　１４億７，５４０万９千円　１４億７，５４０万９千円

国民健康保険事業特別会計　１２億２，３８３万７千円　１２億２，３８３万７千円

農業集落排水事業特別会計　８億９，４６６万８千円　８億９，４６６万８千円

観光施設整備特別会計　　　　１２万５千円　　　　　１２万５千円

土地取得特別会計　　　　　　 　　２千円　　　　　　　　２千円

ガス事業会計
　　　　　１億８，０２８万９千円　１億８，０１３万１千円

　　　　　　　　　　　２億２，９８７万３千円 　２億７，７４３万６千円

水道事業会計
　　　　　１億７，２２７万６千円　１億７，１９７万５千円

　　　　　　　　　　　１億４，８５３万２千円　１億７，９８２万４千円

簡易水道特別会計　　　　１億５３３万２千円　　１億５３３万２千円

収益的

資本的

収益的

資本的

※収益的収支…ガス・水道使用料金、人件費、維持管理など、その期の
　　　　　　　収益に対応するもの
　資本的収支…建設改良費、企業債などその効果が次期以降に及び、将
　　　　　　　来の収益に対応するもの

7 6

地
方
交
付
税

国
が
徴
収
す
る
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税

な
ど
の
税
金
か
ら
、
町
に
配
分
さ
れ
る

町
税町

民
の
皆
さ
ん
が
町
に
直
接
納
め
て
い
る

税
金

国
・
県
支
出
金

国
・
県
か
ら
目
的
を
指
定
し
て
交
付
さ
れ

る
お
金

町
債建

物
や
道
路
な
ど
の
大
き
な
事
業
を
行
う

と
き
に
借
り
入
れ
る
お
金

地
方
譲
与
税

本
来
地
方
で
徴
収
す
る
税
を
国
が
い
っ
た

ん
国
税
と
し
て
徴
収
し
て
か
ら
地
方
公
共

団
体
に
譲
与
す
る
も
の

地
方
消
費
税
交
付
金

５
％
の
消
費
税
の
う
ち
１
％
分
が
地
方
消

費
税
と
し
て
都
道
府
県
の
収
入
に
な
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
県
か
ら
半
分
が
町
に
交
付

さ
れ
ま
す

民
生
費

高
齢
者
や
身
障
者
な
ど
に
対
す
る
福
祉
・

子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
の
費
用

総
務
費

町
の
各
種
計
画
の
策
定
や
推
進
、
庁
舎
管

理
、
選
挙
な
ど
の
費
用

教
育
費

学
校
や
幼
稚
園
、
生
涯
学
習
の
充
実
、
芸

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
の
振
興
や
整
備
な
ど
の
費
用

衛
生
費

健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め

の
、
各
種
検
診
や
ご
み
処
理
の
費
用

消
防
費

町
民
生
活
の
安
全
を
守
る
消
防
活
動
費

土
木
費

道
路
を
造
っ
た
り
、
河
川
の
整
備
、
町
営

住
宅
の
整
備
を
行
う
な
ど
の
費
用

商
工
費

中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や

観
光
振
興
の
た
め
の
費
用

公
債
費

町
が
行
う
事
業
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
お

金
を
返
済
す
る
費
用

議
会
費

町
議
会
運
営
の
た
め
の
費
用

４月下旬～７月下旬および９月中旬～１２月中旬に

かけて、温泉バスの運行を計画しています。その期

間は毎週木曜日と日曜日の午前・午後それぞれ２便、

町内２５カ所くらいの停留所を設け、運行予定です。

１回の乗車料金は１００円です。

生きがいづくり、健康づくりのため、広い年齢層

の皆さんに利用していただきたく、年齢制限は設け

ませんので、どなたでも利用することができます。

また、発着予定時刻については、現在調整中です

が、４月中旬には各世帯に配布する予定です。なお、

バスの停留所については、次の場所を予定していま

す。

　１　老人福祉センター　　　１４　鶴泉荘

　２　建石団地集会所　　　　１５　大森会館

　３　諏訪神社　　　　　　　１６　長岡消防倉庫

　４　ラーメン北海道（駐車場）１７　役場

　５　中の沢生活改善センター　１８　小池菓子舗

　６　都市農村交流センター　１９　入道島団地

　７　小砂川駅　　　　　　　２０　シーサイドホテル

　８　大須郷村づくりセンター　２１　ねむの丘（正面入り口）

　９　旧上浜保育園　　　　　２２　サンねむの木（駐車場）

１０　上郷生活改善センター　２３　佐藤材木前

１１　斎藤商店（本郷）　　　２４　佐々順商店前

１２　横岡自治会倉庫　　　　２５　光岸寺裏（海側）

１３　舟岡会館

バス停名 バス停名

前
ペ
ー
ジ
の
財
政
計
画
で
は
、
「
普
通
会
計

予
算
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
同
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

地方交付税
１６億６，３００万円
　　　３４．８％

地方交付税
１６億６，３００万円
　　　３４．８％

町税
１０億７，６１８万６千円
　　　　　２２．５％

町税
１０億７，６１８万６千円
　　　　　２２．５％

国・県支出金
６億７，８９９万５千円
　　　　　１４．２％

国・県支出金
６億７，８９９万５千円
　　　　　１４．２％

町債
５億１，９９０万３千円
　　　　　１０．９％

町債
５億１，９９０万３千円
　　　　　１０．９％
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か
た
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こ
く
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い
け
ん
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◯
…
児
童
・
生
徒
た
ち
の
卒
業
や
入
学
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
、
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
で
新
聞
記
者
を
し
て
い
る

ス
コ
ッ
ト
・
ゴ
ー
マ
ン
を
思
い
出
す
。
あ
ご
髭
豊
か

な
巨
漢
だ
が
、
滅
法
気
の
優
し
い
ア
メ
リ
カ
ン
ガ
イ

の
あ
の
男
で
あ
る
。
ゴ
ー
マ
ン
は
平
成
十
三
年
の
九

月
か
ら
半
年
間
「
日
本
の
田
舎
の
暮
ら
し
」
を
研
究

す
る
と
称
し
て
、
象
潟
町
に
滞
在
し
た
。
何
事
に
も

興
味
と
関
心
を
示
し
、
ど
こ
に
で
も
単
身
で
乗
り
込

む
強
心
臓
の
持
ち
主
で
あ
る
ゴ
ー
マ
ン
は
、
昨
年
の

暮
れ
早
々
と
年
賀
状
を
送
っ
て
き
た
。
葉
書
二
枚
大

の
自
分
の
写
真
を
添
え
て
「
こ
の
写
真
で
お
わ
か
り

の
よ
う
に
、
ボ
ク
は
お
じ
い
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
象
潟
町

に
帰
れ
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
豪
万
」
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。

ゴ
ー
マ
ン
は
作
家
で
も
あ
る
。
象
潟
滞
在
中
や
離
れ

る
際
に
い
ろ
い
ろ
の
感
想
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の

ひ
と
つ
に
象
潟
の
子
供
た
ち
の
観
察
記
が
あ
る
。

「
象
潟
町
で
は
、
家
庭
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
子

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
と
て
も
驚
き

で
し
た
。
多
く
の
場
合
、
子
供
た
ち
は
自
分
の
部
屋

を
掃
除
し
た
こ
と
が
な
い
と
か
、
皿
を
洗
っ
た
り
料

理
を
手
伝
っ
た
こ
と
が
な
い
と
か
、
家
族
の
雑
用
を

し
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
で
す
」

「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
変
な
金
持
ち
の
家
庭
以
外
は

子
供
た
ち
の
年
齢
に
応
じ
て
雑
用
を
さ
せ
ま
す
。
そ

れ
が
、
人
と
協
力
さ
せ
る
心
を
育
て
た
り
、
家
の
中

を
整
理
整
頓
し
た
り
、
家
庭
に
は
ど
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
仕
事
が
あ
る
か
を
教
え
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

ど
ん
な
に
幼
く
て
も
『
自
分
の
役
割
を
果
た
す
』
必

要
を
理
解
さ
せ
る
の
で
す
」

ゴ
ー
マ
ン
の
記
事
は
日
本
社
会
の
最
も
脆
弱
（
ぜ
い

じ
ゃ
く
）
な
点
を
つ
い
て
い
る
。
家
族
が
、
つ
ま
り

は
親
が
厳
し
く
教
え
込
む
べ
き
基
本
的
な
こ
と
を

怠
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
。
象
潟
の

中
学
生
た
ち
が
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
と
必
ず
雑
用
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
る

が
、
当
の
子
供
た
ち
は
帰
国
す
る
と
、
そ
の
お
手
伝

い
は
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
、
全
員
が
書
い
て
い
る
。

そ
の
子
供
た
ち
が
象
潟
に
帰
っ
て
来
て
、
今
度
は
自

分
の
家
庭
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
知

ら
な
い
。
お
手
伝
い
を
し
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
多

分
、
親
が
さ
せ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

す
べ
て
の
出
発
点
は
家
庭
で
あ
る
。
子
供
に
基
本
的

な
し
つ
け
・
社
会
に
尽
く
す
精
神
を
教
え
な
い
親
が

い
る
と
し
た
ら
、
親
の
教
育
こ
そ
が
問
題
に
な
る
だ

ろ
う
。
象
潟
の
子
供
た
ち
が
卒
業
・
入
学
す
る
季
節

に
な
る
と
、
な
ぜ
か
ス
コ
ッ
ト
・
ゴ
ー
マ
ン
の
こ
と

を
思
い
出
す
の
だ
。
ゴ
ー
マ
ン
は
象
潟
の
「
ふ
る
さ

と
宣
伝
大
使
」
に
相
応
し
い
タ
フ
ガ
イ
だ
と
思
う
。

介護保険料の特別徴収は、年間保険料額が確定する前から納付が始まります。

これまでは、年間保険料確定前に処理をする４月・６月・８月には、前年度の２月（同年）と同

額を仮徴収し、１０月・１２月・２月で確定後の保険料にあわせて本徴収をしていました。

この方法では、保険料率が変更されると、年度上半期の保険料と下半期の保険料に大きな差がで

きてしまいます。

本年度からは、６月と８月の仮徴収額を調整し、年度の上半期と下半期の額が同額になるよう、

平準化を図ります。（下記は、引き下げて調整する例です）

平
準
化

高
　
　
額

高
　
　
額

引
き
下
げ

引
き
下
げ

平
準
化

平
準
化

平
準
化

平
準
化

平
準
化

平
準
化

仮徴収　　　　　　　　　　　本徴収　　　　　　　　　　　仮徴収　　　　　　 　本徴収

２月　　４月　　６月　　８月　　１０月　　１２月　　２月　　４月　　６月　　８月　　１０月

平成１６年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年度

同額
同額

こんな場合に対象となる可能性があります
○災害等により住宅、家財等に損害を受けた場合

○世帯の収入が世帯主や世帯員の死亡、傷病や事業の休廃止、失業等により著しく減少した場合

○世帯の収入が干ばつ、冷害等の自然災害による農作物の不作等により著しく減少した場合

　　　　※災害の種類によって、必要書類や減免の内容が変わります。
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象
潟
町
で
も
外
国
か
ら
来
た
方
々
が
、

言
葉
や
習
慣
の
違
い
を
越
え
て
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
そ
ん
な
方
々
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
、
週
１
回
「
象
潟
町
日
本
語

教
室
」
を
開
催
し
、
ま
た
年
２
回
、
町

民
と
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
国
際
交
流
に
興

味
の
あ
る
方
、
外
国
へ
行
っ
た
経
験
を

生
か
し
た
い
方
、
日
本
語
を
教
え
る
と

い
う
経
験
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
自
分

の
で
き
る
と
こ
ろ
で
力
に
な
り
た
い
と

い
う
住
民
の
方
々
で
す
。

日
本
語
教
室
は
、
同
じ
国
の
人
と
自

国
語
で
話
せ
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
こ
と
を
教
え

て
も
ら
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。
受
講
者

に
日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
象
潟
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
の
こ
と
を
理
解
す

る
こ
と
も
、
ま
た
大
切
な
こ
と
で
す
。

常
時
、
一
緒
に
学
習
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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象潟小　高橋萌子さん
　　　　（上浜の町）

象潟小　狩野祐喜くん
　　　　　（大町）

上郷小　齋藤菜奈さん
　　　　（長岡）

上郷小　土門祥一郎くん
　　　　　（水岡）

上浜小　竹内さくらさん
　　　　　　（関）

上浜小　畑中貴哉くん
　　　　（大砂川）

３月１８日、象潟町公民館を会場に「子ども座談会」を開催しました。象

潟・上郷・上浜小学校から今年の干支の申年生まれの児童（新６年生）男

女各１人ずつの計６人に集まってもらいました。司会・進行を、佐藤文一

企画課長（現・議会事務局長）が行い、子どもたちの普段の生活や自分自

身の夢などについて語っていただきました。今の子どもたちはどんなこと

を考え、どんな将来の夢を持っているのでしょうか。

司
会
　
こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
座
談

会
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
町
内
の
３
小
学
校
か
ら

代
表
し
て
、
み
ん
な
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
み
ん

な
が
し
て
い
る
こ
と
や
考
え
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
自
由
に
話

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
で
は
ま
ず
、
み
ん
な
は
友
達

と
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
る
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
橋
　
高
鬼
ご
っ
こ
を
よ
く
し
て

い
ま
す
。
い
つ
タ
ッ
チ
さ
れ
る

か
分
か
ら
な
く
て
、
ド
キ
ド
キ

す
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。

狩
野
　
学
校
の
休
み
時
間
に
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
運
動
を
し
て
い
ま

す
。
う
ち
で
は
サ
ッ
カ
ー
と
か

や
り
ま
す
。

齋
藤
　
助
け
鬼
と
か
お
絵
書
き
を

し
て
い
ま
す
。
お
絵
書
き
は
み

ん
な
に
上
手
だ
ね
っ
て
ほ
め
ら

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

土
門
　
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

人
数
が
集
ま
れ
ば
野
球
と
か
も

し
ま
す
。

竹
内
　
普
段
は
、
鬼
ご
っ
こ
か
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

寒
い
と
き
は
体
が
温
ま
っ
て
い

い
で
す
。

畑
中
　
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
け

ん
玉
を
し
た
り
し
ま
す
。
上
手

く
ま
ん
中
に
刺
さ
る
と
楽
し
い

で
す
。

司
会
　
何
か
ス
ポ
ー
ツ
や
習
い
事

を
し
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

畑
中
　
ス
ポ
少
で
野
球
を
し
て
い

ま
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
し

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
プ
ロ
野

球
の
試
合
を
観
て
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。

竹
内
　
ス
ポ
少
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
し
て
い
ま
す
。
あ
と
お
母
さ

ん
に
勧
め
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
と
字

が
上
手
に
な
り
た
か
っ
た
の
で

習
字
を
習
っ
て
い
ま
す
。
今
は

３
級
で
す
。

土
門
　
野
球
と
プ
ー
ル
に
通
っ
て

ま
す
。
野
球
は
セ
カ
ン
ド
を

守
っ
て
い
て
、
プ
ー
ル
は
お
姉

ち
ゃ
ん
も
通
っ
て
い
る
の
で
、

僕
も
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

齋
藤
　
そ
ろ
ば
ん
と
習
字
を
や
っ

て
い
ま
す
。
級
が
だ
ん
だ
ん
上

が
っ
て
い
く
と
楽
し
い
で
す
。

５
級
ま
で
き
ま
し
た
。

司
会
　
そ
れ
は
す
ご
い
。
１
級
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ね
。

狩
野
　
ス
ポ
少
の
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
こ
ろ
か

や
っ
て
い
た
し
、
最
近
は
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
と
か
も
あ
る
し
面

白
い
で
す
。

高
橋
　
ス
ポ
少
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

や
っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
族
み

ん
な
が
や
っ
て
い
る
の
で
始
め

ま
し
た
。
み
ん
な
で
プ
レ
ー
し

て
、
試
合
に
勝
つ
と
楽
し
い
で

す
。

司
会
　
い
ま
一
番
興
味
の
あ
る
こ

と
は
な
ん
で
す
か
。

高
橋
　
小
物
作
り
を
好
き
で
や
っ

て
い
ま
す
。
紙
粘
土
や
裁
縫
が

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
好
き
で
し
た
。

司
会
　
手
が
器
用
な
の
か
な
。
ど

ん
な
物
を
作
り
ま
す
か
。

高
橋
　
学
校
の
ク
ラ
ブ
で
ク
リ
ス

マ
ス
の
飾
り
な
ん
か
も
作
り
ま

し
た
。

狩
野
　
サ
ッ
カ
ー
と
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ー
ド
で
す
。
友
達
が

や
っ
て
い
て
、
一
緒
に
や
っ
て

み
た
ら
楽
し
か
っ
た
で
す
。

齋
藤
　
歌
手
に
興
味
が
あ
る
し
、

お
母
さ
ん
た
ち
の
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
好
き

で
す
。
歌
は
ラ
ッ
プ
系
が
入
っ

て
い
る
の
が
好
き
で
す
。

土
門
　
忍
者
マ
ン
ガ
の
「
ナ
ル
ト
」

が
好
き
で
す
。
友
達
が
持
っ
て

い
て
、
面
白
か
っ
た
ん
で
自
分

で
も
買
い
ま
し
た
。

竹
内
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
興
味

が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
ゲ
ー

ム
が
で
き
た
り
、
マ
ン
ガ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

畑
中
　
自
転
車
に
乗
る
こ
と
で
す
。

司
会
　
ま
さ
か
三
輪
車
じ
ゃ
な
い

よ
ね
。
子
ど
も
用
の
自
転
車
？

畑
中
　
大
き
い
自
転
車
で
す
。

司
会
　
学
校
の
勉
強
で
は
何
が
好

き
で
す
か
。

畑
中
　
一
番
得
意
な
算
数
で
す
。

テ
ス
ト
で
１００
点
を
と
っ
て
、
う

ち
の
人
か
ら
ほ
め
て
も
ら
う
と

嬉
し
い
で
す
。

司
会
　
１００
点
と
る
っ
た
ら
大
変
だ

ね
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
よ
。

竹
内
　
音
楽
で
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー

を
吹
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
楽

器
を
使
え
る
か
ら
楽
し
い
で

す
。

土
門
　
体
育
と
図
工
が
好
き
で
す
。

司
会
　
ど
う
し
て
か
な
。

土
門
　
テ
ス
ト
が
な
い
か
ら
。

司
会
　
上
手
い
！

齋
藤
　
体
育
が
好
き
で
、
１００
ｍ
走

の
タ
イ
ム
を
と
っ
た
り
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
の
が
楽

し
い
で
す
。

司
会
　
お
じ
さ
ん
も
短
距
離
の
選

手
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

狩
野
　
算
数
が
好
き
で
、
難
し
い

問
題
で
も
、
自
分
で
頑
張
っ
て

解
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

高
橋
　
体
育
で
縄
跳
び
を
す
る
の

が
好
き
で
す
。
い
ろ
な
ん
な
跳

び
方
が
あ
る
し
、
そ
れ
が
出
来

た
と
き
が
嬉
し
い
で
す
。
二
重

跳
び
は
３０
回
く
ら
い
で
き
ま
す
。

司
会
　
三
重
跳
び
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
。

ス
ポ
少
・
習
い
事
を

頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

子
ど
も
た
ち
の
興
味
は

い
ろ
い
ろ

学
校
の
勉
強
は
…
？

もえ　こ

ゆうき

な　なしょういちろう

たか や

え　と さる



司
会
　
４
月
か
ら
最
上
級
生
に
な

る
け
ど
、
６
年
生
に
な
っ
た
ら

ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
な
。

目
標
な
に
か
は
あ
り
ま
す
か
？

高
橋
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
大

会
で
県
大
会
に
出
場
し
た
い
で

す
。
中
学
校
に
は
バ
ス
ケ
部
が

な
い
の
で
、
最
後
の
大
会
に
な

る
か
ら
で
す
。

狩
野
　
５
年
生
の
と
き
よ
り
も
、

も
っ
と
多
く
の
友
達
を
つ
く
っ

て
遊
び
た
い
で
す
。
ス
ポ
少
の

練
習
で
遊
ぶ
時
間
が
少
な
か
っ

た
か
ら
。

齋
藤
　
友
達
と
本
荘
市
と
か
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
て
み
た

い
で
す
。

司
会
　
友
達
と
行
く
っ
て
楽
し
い

か
ら
ね
。

土
門
　
最
上
級
生
に
な
る
の
で
、

下
級
生
と
も
っ
と
も
っ
と
仲
良

く
し
た
い
で
す
。

竹
内
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
大
会
で
、

た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
た

い
で
す
。

畑
中
　
野
球
の
試
合
で
た
く
さ
ん

勝
ち
た
い
で
す
。

司
会
　
上
浜
小
強
く
な
っ
た
か
ら

な
。

畑
中
　
今
年
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ

ち
ょ
っ
と
弱
い
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
頑
張
り
ま
す
。

司
会
　
象
潟
町
に
ど
ん
な
お
店
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
。

高
橋
　
近
く
に
三
川
ジ
ャ
ス
コ
み

た
い
な
デ
パ
ー
ト
が
あ
れ
ば
気

軽
に
行
け
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

映
画
館
も
あ
っ
て
便
利
で
す
。

狩
野
　
僕
も
ジ
ャ
ス
コ
み
た
い
な

大
型
店
や
焼
き
た
て
の
パ
ン
が

食
べ
た
い
か
ら
パ
ン
屋
さ
ん
。

あ
と
大
き
な
図
書
館
も
あ
れ
ば

い
い
か
な
と
。

齋
藤
　
私
も
デ
パ
ー
ト
が
ほ
し
い

で
す
。

司
会
　
み
ん
な
デ
パ
ー
ト
が
ほ
し

い
ん
だ
。
ほ
か
に
は
な
い
か

な
。

土
門
　
大
き
な
本
屋
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
本
や
マ
ン
ガ

を
た
く
さ
ん
探
せ
る
か
ら
で
す
。

竹
内
　
私
も
大
き
な
図
書
館
が
あ

れ
ば
い
い
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

近
く
に
図
書
館
が
あ
れ
ば
い
ろ

ん
な
本
が
借
り
れ
ま
す
。

畑
山
　
僕
も
大
き
な
デ
パ
ー
ト
が

い
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
遠
く
ま

で
行
か
な
く
て
す
む
か
ら
。

司
会
　
象
潟
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ

が
好
き
で
す
か
。

畑
中
　
山
と
海
が
あ
る
こ
と
で

す
。
海
は
夏
に
泳
げ
に
行
け
る

し
、
山
は
鳥
海
山
が
き
れ
い
だ

か
ら
。

司
会
　
登
山
は
好
き
？

畑
中
　
…
あ
ん
ま
り
。
で
も
、
学

校
登
山
で
は
行
き
ま
す
。

竹
内
　
海
が
近
い
こ
と
が
好
き
で

す
。
た
ま
に
ク
ラ
ス
で
海
に
磯

遊
び
を
し
に
行
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

土
門
　
鳥
海
山
が
よ
く
見
え
る
と

こ
ろ
で
す
。
紅
葉
が
と
て
も
き

れ
い
だ
か
ら
で
す
。
雪
の
鳥
海

山
も
好
き
で
す
。

齋
藤
　
や
っ
ぱ
り
鳥
海
山
と
海
で

す
。
１
年
に
３
、
４
回
く
ら
い

海
水
浴
に
行
き
ま
す
。
真
っ
赤

な
夕
日
も
好
き
で
す
。

狩
野
　
海
と
山
が
近
く
に
あ
る
こ

と
で
す
。
う
ち
の
人
と
フ
リ
ス

ビ
ー
や
海
水
浴
に
出
か
け
ま

す
。
泳
ぎ
は
結
構
上
達
し
ま
し

た
。

高
橋
　
近
く
に
海
が
あ
る
こ
と
が

好
き
で
す
。
夏
は
海
水
浴
が
で

き
る
し
、
お
い
し
い
海
の
幸
が

食
べ
ら
れ
ま
す
。

司
会
　
ど
ん
な
魚
が
好
き
で
す
か
。

高
橋
　
ハ
タ
ハ
タ
が
結
構
好
き
で

す
。

司
会
　
ず
っ
と
象
潟
町
に
住
ん
で

い
た
い
と
思
い
ま
す
か

高
橋
　
象
潟
町
は
好
き
な
ん
だ
け

ど
、
一
度
違
う
と
こ
ろ
に
も

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

象
潟
で
で
き
な
い
経
験
を
一
度

し
て
み
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

狩
野
　
僕
も
一
度
別
の
場
所
か
ら

象
潟
町
を
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
近
く
に
便
利
な
お
店
が

少
な
い
か
ら
な
ん
で
す
け
ど
、

一
度
別
の
場
所
か
ら
こ
の
町
の

様
子
を
見
て
、
将
来
を
考
え
な

が
ら
ど
こ
に
住
む
か
決
め
た
い

で
す
。

齋
藤
　
私
も
一
度
は
東
京
と
か
都

会
に
出
て
み
た
い
で
す
。
で
も

将
来
は
象
潟
町
に
帰
っ
て
き
た

い
。

土
門
　
僕
も
一
度
、
都
会
に
行
っ

て
み
た
い
で
す
。

竹
内
　
私
も
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
出

て
み
た
い
で
す
。
お
店
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
よ
う
な
所
に
。

畑
中
　
や
っ
ぱ
り
ほ
か
の
町
に
住

ん
で
み
た
い
で
す
。
将
来
的
に

は
帰
っ
て
き
た
い
で
す
け
ど
。

司
会
　
み
ん
な
一
度
は
象
潟
を
出

て
み
た
い
っ
て
い
う
こ
と
で
す

ね
。
象
潟
町
は
山
と
海
、
い
っ

ぱ
い
自
然
が
あ
っ
て
、
空
気
は

お
い
し
い
し
、
魚
・
山
菜
も
お

い
し
い
し
、
帰
っ
て
き
て
ほ
し

い
な
ぁ
。

司
会
　
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
ど
ん
な
仕
事
に
就
い

て
み
た
い
と
か
。

畑
中
　
野
球
選
手
か
公
務
員
に
な

り
た
い
で
す
。

竹
内
　
パ
ン
屋
さ
ん
に
な
り
た
い

で
す
。
み
ん
な
に
無
添
加
の
手

づ
く
り
パ
ン
を
食
べ
さ
せ
て
あ

げ
た
い
か
ら
で
す
。

土
門
　
ゲ
ー
ム
が
好
き
だ
か
ら
、

ゲ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
み
た
い
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
が
ど

う
や
っ
て
で
き
て
い
る
の
か
を

知
り
た
い
で
す
。

齋
藤
　
美
容
師
に
な
り
た
い
で

す
。
お
母
さ
ん
の
お
ば
さ
ん
が

東
京
で
美
容
師
を
し
て
い
て
、

そ
れ
を
見
て
凄
い
な
ぁ
っ
て
思

い
ま
し
た
。

狩
野
　
夢
は
大
き
く
っ
て
こ
と
だ

か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
か
電

化
製
品
を
直
す
仕
事
と
か
。
サ
ッ

カ
ー
は
Ｊ
リ
ー
グ
に
入
れ
れ
ば

い
い
し
、
電
化
製
品
は
、
う
ち

に
冷
蔵
庫
の
修
理
に
き
た
人
が
、

冷
蔵
庫
に
話
し
か
け
る
よ
う
に

直
し
て
て
、
凄
い
な
ぁ
っ
て
思

い
ま
し
た
。

司
会
　
学
校
の
先
生
は
？

狩
野
　
あ
〜
、
な
ろ
っ
か
な
ぁ
。

高
橋
　
お
菓
子
を
専
門
に
つ
く
る

パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
で
す
。

休
日
に
お
母
さ
ん
が
ス
ポ
ン
ジ

を
買
っ
て
き
て
く
れ
て
ケ
ー
キ

を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
将
来

や
っ
て
み
た
い
な
ぁ
っ
て
思
い

ま
し
た
。

司
会
　
そ
れ
で
は
、
最
後
の
質
問

で
す
。
ど
ん
な
象
潟
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か

狩
野
　
自
然
を
大
切
に
し
て
、
お

年
寄
り
を
大
切
に
す
る
元
気
な

町
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

高
橋
　
私
も
自
然
が
好
き
な
の
で
、

山
や
海
な
ど
の
自
然
が
残
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
も
楽
し
め
る
よ
う
な

施
設
を
作
っ
た
り
、
子
ど
も
や

大
人
に
も
大
き
な
デ
パ
ー
ト
が

ほ
し
い
で
す
。

竹
内
　
明
る
い
象
潟
町
。

畑
中
　
き
れ
い
な
自
然
を
守
っ
て

ほ
し
い
。

土
門
　
も
っ
と
ホ
タ
ル
が
見
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
。

司
会
　
水
岡
に
は
ホ
タ
ル
い
る
？

土
門
　
去
年
は
見
ま
し
た
。

司
会
　
今
年
も
た
ん
く
さ
ん
見
れ

る
と
い
い
ね
。

　
　
そ
れ
で
は
、
今
日
は
み
な
さ

ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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最
上
級
生
に
向
け
て

象
潟
町
に
も
大
き
な

デ
パ
ー
ト
が
あ
れ
ば
い
い

山
と
海
の
自
然
あ
ふ
れ
る

象
潟
町
が
好
き

一
度
は
町
を
離
れ
て
…

司会を務めた佐藤企画課長（現・議会事務局長）と一緒に

い
つ
ま
で
も
自
然
の
残
る

明
る
い
町
に

大
き
く
な
っ
た
ら

将
来
は
…

参加した子どもたちは、楽しそうに学校の様子などについて
話してくれました



３
月
３０
日
、
道
の
駅
象
潟

「
ね
む
の
丘
」
（
支
配
人
山
田

勝
四
郎
）
か
ら
、
町
の
振
興
発

展
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
１
　

０
０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

山
田
支
配
人
は
「
バ
ス
旅
行

会
社
を
メ
ー
ン
に
営
業
セ
ー
ル

ス
を
展
開
し
た
結
果
、
観
光
バ

ス
の
立
ち
寄
り
件
数
が
増
え
、

高
収
益
に
つ
な
が
っ
た
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
「
町
づ
く
り
基
金
」

に
積
み
立
て
て
活
用
し
て
い
く

計
画
で
す
。
ご
厚
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
ま
一
番
ほ
し
い
も
の

　
…
象
潟
町
を
離
れ
る
日
が
近
づ

　
　
い
て
き
て
い
る
の
で
「
時
間
」

ビ
ン
セ
ン
ト
・
ケ
ス
ラ
ー
さ
ん
　

　
　
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

英語って価値のある勉強？

英語は生徒にとって必ずしも役に立たなく

ても、入学試験では必須で重要な科目となっ

ています。昨年は、秋田県内の公立高校入学

試験で英語の聞き取り問題の割り合いが増え

ました。

象潟町の小学校では、これまで何年間も国

際理解について教えていて、最近は低学年に

も教えています。これは良いことでしょうか？

保護者や先生たちの中で「まだ日本語もよく

知らないのに、どうして英語を習う必要があ

るの？」と疑問に思う人もいるかもしれませ

ん。そう思うのは自然です。特に、語学を勉

強することを反復練習や記憶力を要する算数

や歴史を勉強することと同じだと考えれば、

それももっともなのかもしれません。

でも、ある研究では、幼い子どもたちは言

葉を違う方法で学習する、と言っています。

１歳から７歳までの脳は言語学習能力が最も

活発で、新しい言葉やその音を自然にそのま

ま覚えることができます。１２歳を過ぎると、

語学を勉強するのはほかの教科を習うのと同

じになってしまい、かえって困惑しています。

幼い子どもたちが習得できる言葉の数には限

りがありません。かえって外国語を習うこと

によって母国語をよりよく理解することがで

きるのです。

子どもが英語を使うのをほめたり、英語の

テレビ番組を見せてあげたりすることを期待

します。こんな風に子どもを支えられたら

きっと英語の学習を成功することができると

信じています。「英語は楽しい」という印象

を持たすことが何よりも大切だと思います。
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象
潟
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

象
潟
町
日
本
語
教
室
交
流
会

　
　
　
　
（
佐
々
木
洋
二
代
表
）

平
成
１３
年
度
か
ら
、
日
本
の
風

土
、
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
外
国
か
ら
嫁
い
で
き
た

方
や
町
内
に
在
住
す
る
外
国
人
を

対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
、

日
本
語
の
習
得
と
日
常
生
活
の
支

援
、
相
互
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

九
十
九
島
の
松
を
ま
も
る
会

　
　
　
　
（
齋
藤
昭
治
郎
代
表
）

町
の
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

く
ろ
松
の
保
存
・
育
成
の
た
め
、

平
成
１１
年
に
設
立
。
主
な
活
動
は
、

全
員
作
業
に
よ
る
九
十
九
島
の
下

刈
り
や
松
苗
の
植
栽
を
毎
年
継
続

し
て
い
る
。
ま
た
、
島
か
ら
松
ぼ
っ

く
り
を
採
取
し
て
育
苗
に
取
り
組

み
、
そ
の
松
苗
を
植
栽
し
て
い
る

ほ
か
、
他
団
体
へ
の
配
布
も
行
っ

て
い
る
。

秋
田
県
軍
恩
連
盟
象
潟
支
部

　
　
　
　
（
白
木
省
三
代
表
）

平
成
９
年
の
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
通
行
無
料
化
の
年
か
ら
、
毎
年

遊
佐
町
と
合
同
で
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン

沿
線
の
清
掃
作
業
を
年
２
回
行
っ

て
い
る
。
同
団
体
は
、
郷
土
愛
と

美
化
意
識
が
非
常
に
高
く
、
支
部

会
員
全
員
が
自
発
的
に
参
加
・
協

力
し
て
い
る
。

象
潟
金
浦
仁
賀
保
商
工
会

女
性
部
象
潟
支
部
（
高
橋
厚
子

代
表
）

毎
年
支
部
活
動
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

践
。
特
に
、
昭
和
５７
年
か
ら
現
在

ま
で
の
２０
年
以
上
に
の
長
き
に
わ

た
り
、
交
通
事
故
の
撲
滅
と
交
通

安
全
思
想
の
啓
も
う
普
及
を
図
る

た
め
、
町
内
小
学
校
の
新
入
学
児

童
へ
会
員
手
づ
く
り
の
「
交
通
安

全
愛
の
鈴
」
を
贈
り
続
け
て
い
る
。

阿
部
清
五
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
（
７９
歳
／
上
浜
の
町
）

春
か
ら
初
冬
に
か
け
て
象
潟
海

水
浴
場
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
や
流
木

の
分
別
、
除
去
、
集
積
作
業
を
週

１
回
か
ら
２
回
の
ペ
ー
ス
で
長
年

行
っ
て
お
り
、
公
衆
衛
生
や
環
境

美
化
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

る
。

白
木
　
貢
　
さ
ん

　
　
　
　
　
（
７８
歳
／
小
浜
・
唐
ケ
崎
）

平
成
５
年
の
象
潟
観
光
人
材
バ

ン
ク
の
創
設
に
参
画
し
、
現
在
は

そ
の
後
継
団
体
で
あ
る
町
観
光
案

内
人
協
会
の
会
長
と
し
て
協
会
の

発
展
に
尽
力
し
て
い
る
ほ
か
、
自

ら
も
積
極
的
に
町
内
観
光
の
案
内

役
を
引
き
受
け
、
本
町
の
観
光
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
い
る
。

佐
藤
春
松
さ
ん
（
７７
歳
／
駅
前
）

町
観
光
案
内
人
協
会
の
副
会
長

と
し
て
、
案
内
人
育
成
講
座
を
開

催
す
る
な
ど
、
組
織
基
盤
の
充
実

強
化
に
尽
力
。
ま
た
、
中
島
台
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
管
理
の

か
た
わ
ら
、
獅
子
ケ
鼻
湿
原
の
案

内
や
同
湿
原
を
本
町
観
光
メ
ー
ン

ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、

町
内
外
か
ら
の
来
訪
者
に
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
な
ど
、
本
町

の
観
光
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
る
。

２月１３日をもって「交通死

亡事故抑止７３０日」を本町が

達成したことにより、秋田県

警石川正一郎本部長から賛辞

の顕彰状が贈られました。

この記録をさらに伸ばし、

交通事故撲滅に向かって、よ

りいっそうのご協力をお願い

します。

給食センター（学校給食共同調理場）に各小学校の

児童から、日ごろの感謝の気持ちを込めた手紙や絵ハ

ガキが届けられました。

町内の小学校の手紙と絵ハガキは、給食風景の写真

を交えて、役場１階フロアに掲示していますので、お

寄りの際はぜひご覧ください。
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小
滝
の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞

が
、
本
年
２
月
６
日
付
で
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

３
月
１０
日
、
東
京
都
・
如
水

会
館
で
指
定
証
書
の
交
付
式
が

行
わ
れ
、
出
席
し
た
鳥
海
山
小

滝
舞
楽
保
存
会
の
松
野
勝
弘
会

長
に
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
か

ら
指
定
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
で
県
内
の
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
件
数
は
全

国
の
都
道
府
県
最
多
の
１４
件
と

な
り
、
そ
の
う
ち
２
件
（
チ
ョ

ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
・
上
郷
の
小
正

月
行
事
）
が
本
町
所
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

文化庁長官から指定証書の交付を受ける
松野会長

写真前列左から阿部清五郎さん、九十九島の松をまもる会（齋藤昭治郎さん）、
町長、白木貢さん、秋田県軍恩連盟象潟支部（白木省三さん）、後列左から
象潟金浦仁賀保商工会女性部象潟支部（高橋厚子さん）、象潟町日本語教室
交流会（土門礼子さん）、佐藤春松さん、助役

，

山
田
支
配
人
よ
り
寄
付
金
の

小
切
手
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

伝達式では、茂木象潟署長より
顕彰状が手渡されました

児
童
の
手
紙
な
ど
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す



私
は
、
愛
知
県
春
日
井
市
に
住
ん
で
３５
年
に
な
り
ま
す
。
春

日
井
市
は
、
人
口
１９
万
で
名
古
屋
空
港
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
田
畑
も
残
っ
て
お
り
、
秋
に
な
る
と
黄
金
色
の
稲
穂

が
揺
れ
、
そ
れ
を
見
る
と
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
最
近
、
よ
う
や
く
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
分
の
時
間
を

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

春
日
井
市
に
は
王
子
製
紙
の
工
場
が
あ
り
、
戦
後
、
秋
田
県

か
ら
大
勢
出
稼
ぎ
に
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

り
先
輩
方
が
県
人
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
秋
田
県
の
観
光
と
物

産
品
の
販
売
が
あ
り
、
私
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
愛

知
県
に
は
象
潟
会
も
あ
り
ま
す
。
象
潟
会
は
発
足
し
て
１６
年
に

な
り
、
会
員
は
現
在
２９
名
で
す
。
今
年
は
１
月
１８
日
に
開
か
れ
、

私
は
、
初
め
て
象
潟
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
高
校
の
同
級
生
が

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
当
然
な
が
ら
秋
田
弁
が
飛
び
交

い
、
ま
る
で
象
潟
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。
誰
か

が
昔
の
象
潟
駅
舎
、
学
校
、
風
景
そ
し
て
「
象
潟
小
唄
」
が
印
刷

し
て
あ
る
コ
ピ
ー
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
唄
を
歌

う
の
は
象
潟
を
離
れ
て
以
来
。
一
瞬
「
え
っ
」
と
思
い
ま
し
た
が
、

ス
ラ
ス
ラ
と
歌
え
た
自
分
に
と
て
も
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
８
月
に
は
、
２０
数
年
ぶ
り
に
同
窓
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
合
併
の
話
を
聞
き
、
ま
る
で
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
成
り
ゆ
き
に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
解
決
し

た
こ
と
を
知
り
、
何
か
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
が
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
と
て
も
頼
も
し
く
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の

減
少
と
核
家
族
化
の
中
で
、
実
家
は
弟
夫
婦
が
守
り
続
け
て
く

れ
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
象
潟
町
が
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
１０
年
以
上
に
わ
た
り
、
上
狐
森

児
童
公
園
の
清
掃
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
草
む
し
り
や
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど
を
中
心

に
し
て
い
ま
す
。
風
が
強
か
っ
た
り
す
る
と
、

松
の
木
の
枝
が
折
れ
て
落
ち
て
い
た
り
し
て
、

公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
危
険
な
の
で
見
回

り
ま
す
。
ト
イ
レ
の
利
用
者
も
多
く
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
補
充
も
頻
繁
で
す
。

こ
の
公
園
を
利
用
す
る
人
に
気
を
つ
け
て
ほ

し
い
こ
と
は
、
犬
の
散
歩
に
来
る
人
で
す
ね
。

犬
の
フ
ン
な
ど
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
人
も

い
ま
す
し
、
隠
そ
う
と
す
る
人
も
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
人
が
利
用
す
る
公
園
で
す
か
ら
、
だ
れ

も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
協
力
し

て
ほ
し
い
で
す
。

公
会
堂
の
ト
イ
レ
清
掃
も
し
て
い
た
ん
で
す

が
、
冬
場
に
通
う
の
が
大
変
な
の
で
、
今
で
は

こ
の
公
園
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
利

用
す
る
公
園
を
清
掃
す
る
こ
と
は
、
私
の
生
活

に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
精
神
的
な
支
え
に
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
で
き
る
限
り
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

猪飼　玲子さん・５８歳
　　　　　〈旧姓・須田〉
　（愛知県春日井市在住
　 　　　　＝中橋町出身）

先
月
号
の
答
え

㈪

り ゅ う き

さ

ぶ ん か

た

じ

か ら と い し

２ ０ ０ ね ん
㈫

㈰

㈬

　３月２７日、さくらの開花が待たれる三崎公園で

出会った元気いっぱいの２人。

　
中
橋
町

　
岸
野
　
幸
恵
さ
ん
（
２１
歳
）

　
　
―
ひ
ま
わ
り
保
育
園
勤
務
―

遊
ぶ
児
の
声
の
ふ
く
ら
み
草
青
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
　
　
隆

片
ほ
ほ
の
風
の
痛
さ
よ
草
青
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

草
萌
や
少
年
挑
む
逆
上
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
与
　
志

町
中
は
乾
く
に
早
し
梅
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

山
笑
ふ
鈴
鳴
ら
し
行
く
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
作
　
男

ウ
イ
ル
ス
に
罹
り
て
処
分
せ
る
幾
万
羽
の

鶏
あ
は
れ
経
営
者
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

国
こ
え
て
鳥
ウ
イ
ル
ス
の
拡
が
る
を

待
ち
し
に
あ
ら
ず
家
畜
か
な
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
　
川
　
政
　
雄

虫
出
し
の
雷
も
鳴
ら
ず
に
寒
戻
り

啓
蟄
の
日
の
荒
る
る
雪
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
　
　
勇

杉
の
木
に
巻
き
つ
く
太
き
藤
蔓
を

切
り
放
し
つ
つ
吾
も
安
堵
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
　
川
　
ノ
　
イ

ふ
わ
ふ
わ
と
舞
ひ
降
る
雪
を
窓
越
し
に

「
な
ご
り
雪
」
と
夫
つ
ぶ
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ア
サ
子
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か
か

け
い
ち
つ
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池田イヨミさん
　　（２９区・８６歳）

＝第１回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰３月２８日に行われた
　町議会議員選挙。議
　員の定数は？
㈪１６年度の一般会計予
　算はいくら？
㈫ボランティア表彰で
　受賞したのは何団体、
　何個人？

さ
ち
え



【
総
務
課
】

▽
主
席
課
長
補
佐
〈
兼
管
財
係
長
兼
災

害
対
策
係
長
〉
（
課
長
補
佐
）
石
垣
茂

▽
行
政
係
兼
災
害
対
策
係
主
任
（
農
林

水
産
課
林
務
水
産
係
主
任
）
須
田
益
巳

▽
財
政
係
兼
災
害
対
策
係
主
事
（
税
務

課
賦
課
係
）
青
木
崇
洋
　
▽
管
財
係
兼

災
害
対
策
係
主
事
（
町
民
課
生
活
環
境

係
主
事
）
村
上
由
樹
　

【
企
画
課
】

▽
課
長
（
学
校
教
育
課
長
）
齊
藤
俊
　

▽
課
長
補
佐
〈
兼
広
報
係
長
〉
（
広
報

係
長
）
木
内
弘
安
　
▽
企
画
係
長
（
総

務
課
行
政
係
長
）
齋
藤
均
　
▽
企
画
係

主
査
（
商
工
観
光
課
商
工
係
主
査
）
加

藤
信
子

【
税
務
課
】

▽
課
長
補
佐
＝
徴
収
係
担
当（
商
工
観
光

課
観
光
係
長
）
齋
藤
正
喜
　
▽
賦
課
係

主
任
（
総
務
課
財
政
係
主
任
）齋
藤
和
俊

【
福
祉
課
】

▽
介
護
保
険
係
主
任
（
企
画
課
企
画
係

主
任
）
佐
藤
直
子
　
▽
福
祉
係
主
事
補

（
新
採
用
）
伊
藤
佳
奈

【
町
民
課
】

▽
課
長
補
佐
＝
生
活
環
境
係
担
当
（
企

画
課
長
補
佐
）
佐
藤
俊
文
　
▽
課
長
補

佐
＝
国
保
年
金
係
担
当
（
国
保
年
金
係

長
）
篠
原
光
義
　
▽
生
活
環
境
係
長
（
農

林
水
産
課
農
政
係
長
）
平
野
清
克
　
▽

国
保
年
金
係
長
（
国
保
年
金
係
主
査
）

齊
藤
ミ
ヨ
子
　▽
国
保
年
金
係
主
査
（
農

林
水
産
課
農
政
係
主
査
）
須
田
美
奈
　

▽
住
民
係
主
事
補
（
商
工
観
光
課
観
光

係
主
事
補
）
高
橋
玲
子

【
農
林
水
産
課
】

▽
農
政
係
長
（
農
政
係
主
査
）
藤
谷
博

之
　
▽
整
備
係
長
（
整
備
係
主
査
）
土

門
保
　
▽
林
務
水
産
係
長
（
林
務
水
産

係
主
査
）
佐
々
木
俊
哉
　
▽
農
政
係
主

任
（
学
校
教
育
課
庶
務
係
主
任
）
相
馬

央
　
▽
農
政
係
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

主
事
（
福
祉
課
福
祉
係
主
事
）
齋
藤
和

秋
　
▽
林
務
水
産
係
主
事
（
町
民
課
国

保
年
金
係
主
事
）
佐
藤
征
紀

【
商
工
観
光
課
】

▽
課
長
（
町
民
課
長
補
佐
）
長
谷
山
良

▽
商
工
係
長
（
総
務
課
管
財
係
長
）佐
々

木
敏
春
　
▽
観
光
係
長
（
体
育
館
係
長

＝
国
体
準
備
委
員
会
担
当
）
佐
々
木
敏

明
　
▽
観
光
係
主
任
（
商
工
係
主
任
）

今
野
伸
二

【
建
設
課
】

▽
主
席
課
長
補
佐
（
課
長
補
佐
）
齋
藤

利
秀
　▽
課
長
補
佐
＝
管
理
係
担
当
〈
兼

用
地
専
門
員
〉
（
収
入
役
室
長
補
佐
）

森
孝
良

【
収
入
役
室
】

▽
室
長
（
社
会
教
育
課
長
）
齋
藤
乃
里

子
　
▽
会
計
係
長
（
会
計
係
主
査
）
今

野
憲
子

【
学
校
教
育
課
】

▽
課
長
〈
兼
学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
長
〉
（
企
画
課
長
待
遇
）
大
場
久
　

▽
庶
務
係
長
（
庶
務
係
主
査
）
相
良
セ

イ
子
　
▽
庶
務
係
主
任
（
町
民
課
住
民

係
主
任
）
梶
原
紫
穂

【
社
会
教
育
課
】

▽
課
長
〈
兼
公
民
館
長
兼
郷
土
資
料
館

長
〉
（
議
会
事
務
局
長
）
竹
内
享
一
　

▽
文
化
財
保
護
係
長
（
学
校
教
育
課
庶

務
係
主
査
）
齋
藤
一
樹
　
▽
文
化
財
保

護
係
主
任
（
福
祉
課
介
護
保
険
係
主
任
）

齋
藤
泉

【
ガ
ス
水
道
事
業
所
】

▽
所
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
須

田
登
美
雄
　
▽
主
席
所
長
補
佐
（
所
長

補
佐
）
金
子
春
輝
　

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】

▽
課
長
〈
兼
体
育
館
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
所
長
〉
（
税
務
課
長
補
佐
）

齋
藤
弘
　
▽
課
長
補
佐
（
体
育
館
長
補

佐
）
金
子
勇
一
郎
　
▽
保
健
体
育
係
長

（
体
育
館
係
長
）
佐
々
木
も
と
子
　
▽

保
健
体
育
係
兼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

主
任
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
主
任
）

齋
藤
郁
男
　
▽
保
健
体
育
係
兼
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
主
任
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
主
任
）
齊
藤
徹
　
▽
保
健
体
育

係
兼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
主
任
（
体

育
館
体
育
係
兼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

主
任
）
佐
藤
紀
子
　
▽
保
健
体
育
係
主

事
補
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主
事

補
）
清
橋
裕
也

【
議
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長
（
企
画
課
長
）
佐
藤
文
一

【
農
業
委
員
会
】

▽
事
務
局
長
（
建
設
課
長
補
佐
）
木
内

利
雄

◆「矢島スキー場開き」
日時　１２月５日（金）
　　　神事：午前１０時～
問い合わせ先　矢島町企画商工観光

課（☎５５―４９５３）

◆「ゆりえもん元旦イベント」
日時　１月１日（木）　午前１０時～
場所　ゆりの里交流センター
　　　「ゆりえもん」
内容　鏡開き、ちびっ子餅つき大会

（午前１０時３０分と午後３時の
２回）

問い合わせ先　由利町企画商工課
　　（☎５３―２１１１）

矢島町

金浦町

由利町

東由利町

鳥海町

広　 域

情　 報

主幹兼商工観光課長

　佐藤　清勝
主幹兼ガス水道事業所長

　阿部　正勝

　伊藤　佳奈
　（鳥の海１区）

建設課主任運転技師

　佐藤　喜一

農林水産課主席課長補佐

　佐々木一次

上郷小学校主任作業手

　澁谷　勝子
学校教育課庶務係主査

　佐藤　芳江
建設課管理係長

　佐藤　俊昭

新
採
用
（
４
月
１
日
付
）

退
職
（
３
月
３１
日
付
）

異
動
（
４
月
１
日
付
）

（
　
）
内
は
異
動
前

応募期間　５月３１日（月）まで

テーマ　「森のみどり」

応募規定　◇カラープリントで、２Ｌおよびキャビネサイズ

　　　◇一人２点まで　◇作品は未発表のもの　◇応募

　　　作品は、原則として返却しません（入賞以上の作

　　　品は会に帰属し記念誌等に活用させていただきま

　　　す）

応募先　〒０１８―０１３３　象潟町関字有耶無耶の関３

　　　　　　須田方「鳥海山にブナを植える会」

問い合わせ先　佐々木皓史（☎３５―３４８４）

「鳥海山にブナを植える会」１０周年記念事業

写真コンテスト作品を募集
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※
本
年
度
か
ら
郷
土
資
料
館
の
所
管

は
、
社
会
教
育
課
の
「
文
化
財
保
護

係
」
に
な
り
、
体
育
館
は
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

佐
々
木
敏
夫
教
育
長
が

健
康
上
の
理
由
か
ら
３
月

３１
日
で
教
育
長
を
退
職
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
教
育
長
は
、
平

成
５
年
１０
月
か
ら
教
育
委

員
に
、
８
年
１２
月
か
ら
教

育
長
と
し
て
学
校
・
社
会

の
教
育
発
展
・
向
上
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
敏
夫

　
　
（
大
町
）

　給料や年金を入金している口座

から町税を引き落としすると納付

を忘れることもなく大変便利です。

《取り扱い金融機関》

北都銀行象潟支店、秋田銀行象潟

支店、羽後信用金庫象潟支店、秋

田しんせい農協象潟町支店・上郷

支店、郵便局



…役場　　　　　３２００
…保健センター　７５０１
…公民館　　　　２２２９
…町民体育館　　８８５５
…郷土資料館　　２００５
…Ｂ＆Ｇ海洋センター　６４９０

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

発行と編集　〒０１８―０１９２　秋田県由利郡象潟町字浜ノ田１番地
　　　　　　　象潟町企画課　象潟町広報委員会　平成１６年４月１日発行　Ｎｏ．５８９
　　　　　　　表紙題字　須藤郷雲　　印刷　（有）出羽印刷

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

２月１６日～３月１５日届け出分

平成１６年２月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。
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工　藤　　翔　（本　荘　市）

加　藤　菜　央（鳥の海１区）

菊　地　寿　人（武道島２区）

熊　谷　恵　美（仁 賀 保 町）

須　藤　英　喜（鳥の海２区）

進　藤　佳　子（由　利　町）

齋　藤　　晃　（長　　　岡）

齋　藤　明　美（仁 賀 保 町）

〔

〔

〔

〔

佐　藤　ありさ　　　　小砂川１区

木　内　芽　空　　　　武道島１区

斎　藤　陽　翔　　　  　大 須 郷

佐々木　琉　太　　　　下 荒 屋

金　森　　楓　　　　　武道島１区

佐　藤　　琉　　　　　中 橋 町

相　庭　伸　哉　　　　栄 　　町

雄　二

栄　美

正　樹

靜　香

　陽

三穂子

智　樹

久　美

直　樹

奈　美

　祥

　禎

　博

美　紀

が　　　く

はる　　　と

るう　　　た

かえで

るん

しん　　　や

小　野　竹　三（８１歳）小砂川２区
横　山　　寿　（４５歳）小砂川２区
遠　藤　ハナヨ（９４歳）小         滝
佐　藤　武　雄（８０歳）長　　岡
山　崎　ヒ　デ（８８歳）大　　 町
渡　部　トヨコ（９０歳）下 荒 屋
齋　藤　良　典（７２歳）小　　　 滝
須　藤　銀治郎（７１歳）上 荒 屋
齋　藤　ヤヨエ（８２歳）大         森
野　呂　武次郎（９８歳）駅         前
佐々木　宗　治（９７歳）中 橋 町
佐々木　タ　ミ（７２歳）下 荒 屋
池　田　彌一郎（８３歳）小      浜
三　浦　ハルノ（８８歳）妙 見 町
須　貝　岩　雄（７６歳）大         町
阿　部　慶治郎（８２歳）中 丿 沢
佐々木　竹　子（５１歳）武道島２区

世帯数　　４，０８９　（＋　３）〈－　１〉
人　口　１３，０７６人（－　９）〈－　５１〉
　男　　　６，２７４人（－　４）〈－　２７〉
　女　　　６，８０２人（－　５）〈－　２４〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…１８人（　３２）     出生…　８人（１５）
転出…１７人（　２７）     死亡…１８人（　２９）
※（ ）は１月からの累計

○４３
○４３
○４３
○３３
○４３
○４３

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・鶴泉荘休館日

・三崎公園桜まつり（～２０日）

・栗山池公園桜まつり（～２９日）

・小砂川保育園
　白百合保育園
　　　　幼稚園
　星城保育園
　ひまわり保育園
　　　　　幼稚園

・小砂川保育園
　白百合保育園
　　　　幼稚園
　星城保育園
　ひまわり保育園
　　　　　幼稚園

・白寿大学開講式

・ねむの丘休館日

・春の火災予防運動（～１０日）

・「象潟の歴史展」開催
　（～５月２３日）

・春の全国交通安全運動運動
　（～１５日）

・交通安全少年隊発隊式（上浜小）

・交通安全少年隊発隊式（上郷小）

・春季大清掃（全町）

・スポ少入団式（町民体育館　９時～）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・鳥海ブルーライン開通式・
　鳥海山安全祈願祭（予定）

・軽自動車税納期限

・燃えるごみ特別収集

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金
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　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・鶴泉荘休館日

・三崎公園桜まつり（～２０日）

・栗山池公園桜まつり（～２９日）

・白寿大学開講式

・ねむの丘休館日

・春の火災予防運動（～１０日）

・春の全国交通安全運動運動（～１５日）

・交通安全少年隊発隊式（上浜小）

・交通安全少年隊発隊式（上郷小）

・春季大清掃（全町）

・スポ少入団式（町民体育館　９時～）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・鳥海ブルーライン開通式・鳥海山安全祈願祭

・軽自動車税納期限

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

　期間中、次のとおりサイレン

が鳴ります。

　　午前６時　火災警報発令

　　午後８時　火災警報解除

（４日には、午前５時に演習招

　集サイレンもなります）

―仁賀保地区消防署―

ち
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